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広
島
湾
域
は
、
多
島
美
で

知
ら
れ
る
瀬
戸
内
海
の
西
に

位
置
し
、
厳
島
神
社（
宮
島
）

と
原
爆
ド
ー
ム
と
い
う
２
つ

の
世
界
遺
産
を
有
す
る
地
域

で
す
。

湾
域
の
中
心
部
は
、
中
国

地
方
を
リ
ー
ド
す
る
産
業
、

経
済
の
中
心
都
市
の
広
島
市

が
あ
り
ま
す
が
、
少
し
足
を

延
ば
す
と
湾
域
全
体
に
わ
た

り
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。
海
は
も
と
よ
り
、

山
、
里
、
川
と
の
か
か
わ
り

が
深
く
、
そ
こ
に
暮
ら
す

人
々
は
、
穏
や
か
で
美
し
い

瀬
戸
内
海
の
温
暖
な
気
候
の

中
で
、
地
域
色
豊
か
な
生
活

文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

広
島
・
山
口
両
県
の
６
市

３
町
（
広
島
市
、
呉
市
、
江

田
島
市
、
廿
日
市
市
、
大
竹

市
、
岩
国
市
、
坂
町
、
和
木

町
、
周
防
大
島
町
）
の
自
治

体
や
経
済
団
体
な
ど
で
構
成

す
る
「
広
島
湾
ベ
イ
エ
リ
ア

・
海
生
都
市
圏
研
究
協
議

会
」
で
は
、
地
域
の
自
然
や

生
活
文
化
を
生
か
し
た
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整
備
し
、
体

験
型
修
学
旅
行
の
受
け
入
れ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
地
域
に
は
、
厳
島
神
社

（
宮
島
）
と
原
爆
ド
ー
ム
と

い
う
２
つ
の
世
界
遺
産
に
加

え
、
呉
市
の
「
大
和
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」、
江
田
島
市
の「
海

上
自
衛
隊
第
１
術
科
学
校
」

な
ど
、
日
本
を
代
表
す
る
歴

史
・
文
化
遺
産
を
有
し
て
お

り
、
世
界
平
和
へ
の
取
り
組

み
は
も
と
よ
り
、
日
本
の
伝

統
や
歴
史
文
化
を
体
験
学
習

で
き
ま
す
。

ま
た
、
穏
や
か
な
風
波
、

潮
流
、
適
切
な
水
温
に
恵
ま

れ
た
広
島
湾
で
は
、
カ
キ
養

殖
を
は
じ
め
、底
引
き
網
漁
、

吾
智
網
漁
、
刺
し
網
漁
と
い

っ
た
漁
法
で
、
ア
ジ
、
メ
バ

ル
、
黒
鯛
、
タ
チ
ウ
オ
な
ど

の
漁
業
が
盛
ん
で
す
。ま
た
、

広
島
湾
域
の
温
暖
な
気
候

は
、
「
み
か
ん
」
を
は
じ
め

と
し
た
野
菜
・
柑
橘
類
の
栽

培
に
も
適
し
て
お
り
、
他
の

地
域
に
は
な
い
自
然
環
境
の

中
で
、
農
林
漁
業
を
の
び
の

び
と
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
な
か
で
も
、
島
し
ょ

部
に
暮
ら
す
人
々
と
の
民
泊

体
験
で
は
、
心
の
交
流
を
深

め
、
子
供
た
ち
１
人
ひ
と
り

の
大
切
な
思
い
出
と
し
て
刻

ま
れ
ま
す
。

【
倉
橋
島
】

呉
市
南
方
の
瀬
戸
内
海
に

浮
か
ぶ
倉
橋
島
で
は
、
瀬
戸

内
海
の
カ
レ
イ
や
シ
タ
ビ
ラ

メ
と
い
っ
た
底
も
の
の
お
い

し
い
魚
を
狙
い
、
網
を
揚
げ

る
底
引
き
網
漁
、
獲
れ
た
魚

を
使
っ
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

そ
の
他
、
ア
ジ
の
開
き
づ
く

り
指
導
や
、
漁
村
生

活
を
語
ら
う
交
流
体

験
な
ど
、
「
楽
し
く

学
ぶ
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
子
供
た
ち
を
お
迎

え
し
て
お
り
ま
す
。

【
周
防
大
島
】

周
防
大
島
は
、
山

口
県
東
南
部
に
位
置

し
、
瀬
戸
内
海
に
浮

か
ぶ
島
で
は
３
番
目

の
広
さ
を
誇
り
、
年

間
平
均
気
温
１５
・
５
度
と
温

暖
な
、
青
く
澄
み
わ
た
る
瀬

戸
内
の
海
と
四
季
の
彩
り
豊

か
な
美
し
い
自
然
か
ら
、
漁

業
、
農
業
は
も
と
よ
り
ス
ポ

ー
ツ
、
レ
ジ
ャ
ー
が
盛
ん
な

町
で
す
。
民
泊
体
験
を
は
じ

め
、
柑
橘
類
栽
培
作
業
や
畑

仕
事
の
農
家
体
験
、カ
ヌ
ー
、

建
て
網
漁
な
ど
、
気
さ
く
な

島
人
と
ふ
れ
あ
う
豊
富
な
体

験
メ
ニ
ュ
ー
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

【
平
和
学
習
】

広
島
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
中
の
１
９
４
５
年
（
昭
和

２０
年
）
８
月
６
日
に
、
世
界

で
初
め
て
原
子
爆
弾
が
投
下

さ
れ
、
大
き
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
原
爆
ド
ー
ム
、
平

和
記
念
資
料
館
、
国
立
広
島

原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念

館
、
慰
霊
碑
、
被
爆
建
物
な

ど
の
見
学
や
被
爆
体
験
証
言

者
の
話
か
ら
、
原
爆
の
恐
ろ

し
さ
、
非
人
道
性
を
肌
で
感

じ
ま
す
。
被
爆
地
広
島

で
「
核
兵
器
が
人
類
の

破
滅
を
も
た
ら
し
、
人

類
と
は
共
存
し
な
い
兵

器
で
あ
る
こ
と
」
「
戦

争
が
多
く
の
命
や
愛
す

る
家
族
、
友
人
、
財
産

を
奪
っ
て
き
た
こ
と
」

「
命
の
大
切
さ
」
に
つ

い
て
学
ん
で
く
だ
さ

い
。

私
た
ち
の
町
、
近
江
の
国

（
滋
賀
県
）
日
野
町
は
、
江

戸
時
代
に
行
商
で
富
を
成
し

た
近
江
日
野
商
人
を
輩
出
し

た
町
で
す
。近
江
商
人
は「
売

り
手
よ
し
、買
い
手
よ
し
、世

間
よ
し
」
の
「
三
方

よ
し
」
の
精
神
で
商

い
を
営
み
、
富
を
築

き
な
が
ら
も
、
常
に

社
会
へ
の
還
元
を
忘

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
三
方
よ
し
！
近
江
日
野

田
舎
体
験
」
は
、
こ
の
三
方

よ
し
の
精
神
に
習
い
、「
迎
え

る
も
の
（
売
り
手
）
に
自
信

と
誇
り
の
回
復
を
！

地
域

（
世
間
）
に
活
力
を
！

訪

れ
る
人
々
（
買
い
手
）
に
心

か
ら
の
感
動
を
！
」
を
合
言

葉
に
、
近
江
日
野
田
舎
体
験

に
か
か
わ
る
人
々
に
体
験
を

通
し
た
心
温
ま
る
、そ
し
て
、

心
高
ま
る
交
流
を
お
届
け
し

ま
す
。

日
野
町
は
、県
の
南
東
部
、

鈴
鹿
山
系
の
西
麓
に
あ
る
人

口
２
万
３
千
人
の
町
で
、
京

野
菜
の
１
つ
日
野
菜
の
原
産

地
と
し
て
、
ま
た
、
戦
国
の

武
将
、
蒲
生
氏
郷
公
の
出
生

地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。新
名
神
高
速
甲
賀
土
山
、

名
神
高
速
竜
王
、
八
日
市
の

各
イ
ン
タ
ー
か
ら
も
そ
れ
ぞ

れ
２０
分
、京
都
か
ら
１
時
間
、

名
古
屋
か
ら
で
も
１
時
間
３０

分
で
来
ら
れ
る
な
ど
、
交
通

ア
ク
セ
ス
に
も
恵
ま
れ
て
い

ま
す
。

お
す
す
め
プ
ロ
グ
ラ
ム

近
江
日
野
田
舎
体
験
お
す

す
め
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
農
村
民
泊
体
験
で
す
。

民
泊
家
庭
は
１
０
０
軒
を

数
え
、
１
軒
で
４
人
か
ら
５

人
の
少
人
数
で
受
け
入
れ
、

民
泊
体
験
を
通
し
て
、
よ
り

深
く
地
域
を
知
り
、
人
を
知

り
、
人
と
人
、
人
と
自
然
と

の
か
か
わ
り
方
、
自
分
が
一

人
で
生
き
て
い
る
の
で
は
な

い
こ
と
を
学
ん
で
い
た
だ
く

機
会
と
し
て
提
供
し
て
い
ま

す
。家

業
お
ま
か
せ
プ
ラ
ン

民
泊
家
庭
の
家
業
、生
業
、

農
村
の
営
み
を
そ
の
ま
ま
体

験
で
き
る
「
家
業
お
ま
か
せ

プ
ラ
ン
」
は
、
民
泊
家
庭
の

人
が
一
緒
に
体
験
に
か
か
わ

る
こ
と
で
、
よ
り
交
流
が
深

ま
る
と
の
評
価
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、

近
江
日
野
米
や
伝

統
野
菜
日
野
菜
づ

く
り
な
ど
の
農
業

体
験
、
森
林
間
伐

な
ど
の
林
業
体

験
、
味
覚
・
生
活
文
化
体
験
、

棚
田
の
環
境
保
全
作
業
な
ど

の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
用

意
し
て
い
ま
す
。

近
江
日
野
に
住
む
者
が
こ

の
地
に
生
き
る
理
由
、
誇
り

を
語
り
、
伝
え
、

訪
れ
る
側
、
迎
え

る
側
そ
れ
ぞ
れ
の

人
々
が
、
自
分
と

自
分
を
取
り
巻
く

人
々
を
認
め
、
自

分
が
存
在
す
る
こ

と
の
意
義
、
価
値

に
気
付
き
、
明
日

の
生
き
る
力
を
得

る
こ
と
が
で
き

る
、
人
と
心
が
高

ま
る
旅
「
三
方
よ

し
！
近
江
日
野
田

舎
体
験
」
へ
の
お

越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

広島湾ベイエリア滋賀県・日野町

生
活
文
化
体
験
の
一
環
「
お
は
ぎ
づ
く
り
」

１００
軒
の
農
村
民
泊
で
近
江
日
野
田
舎
体
験

温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
た

広
島
湾
の
自
然
を
体
験

「
三
方
よ
し
」
の
心
温
ま
る
、心
高
ま
る
交
流
を
！

広島の原爆ドーム

倉
橋
島
の
底
引
き
網
漁
体
験

農
業
体
験
の
１
つ
伝
統
野
菜
日
野
菜
づ
く
り

地
引
き
網
・
み
か
ん
収
穫
体
験
（
周
防
大
島
）

霊
峰
綿
向
山
と
麓
に
広
が
る
コ
ス
モ
ス
畑 宮

島
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
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徳
島
県
南
部
の
南
阿
波

は
、
室
戸
阿
南
海
岸
国
定
公

園
内
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置

し
、
南
北
約
５０
�
�
に
わ
た

る
リ
ア
ス
式
海
岸
に
沿
っ
て

広
が
る
地
域
で
す
。
海
も
山

も
川
も
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
、

そ
ん
な
よ
く
ば
り
な
自
然
が

い
っ
ぱ
い
の
南
阿
波
。
巷
で

は
忘
れ
去
ら
れ
た
と
こ
ろ
、

未
開
の
地
な
ど
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
人
情
厚
い
心
ま

ろ
や
か
な
人
々
が
た
く
ま
し

く
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

南
阿
波
よ
く
ば
り
体
験
に

は
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
然
と

そ
こ
で
暮
す
人
た
ち
が
コ
ラ

ボ
レ
ー
ト
し
て
創
り
出
す
、

ほ
ん
も
の
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

自
然
・
ス
ポ
ー
ツ
・
ア
ウ
ト

ド
ア
、漁
業
、

農
林
業
、
味

覚
・
海
産
物

加
工
、
伝
統

工
芸
・
地
場

産
業
、
歴
史

文
化
な
ど
、

現
在
６８
種
類
の
体
験
が
楽
し

め
ま
す
。

南
阿
波
よ
く
ば
り
体
験
推

進
協
議
会
は
、
設
立
５
年
目

を
迎
え
、
ゆ
っ
く
り
で
す
が

着
実
に
実
績
を
作
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
子
ど
も
農
山
漁
村

交
流
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
モ
デ
ル

地
域
に
も
指
定
さ
れ
、
平
成

２１
年
度
は
小
・
中
学
校
合
わ

せ
て
９
校
の
予
約
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

海
が
め
の
ふ
る
さ
と
南
阿

波
で
の
「
う
み
が
め
体
験
・

甲
羅
洗
い
」
や
徳
島
な
ら
で

は
の
「
阿
波
踊
り
体
験
」
、

「
四
国
霊
場
８８
箇
所
お
遍
路

体
験
」
に
加
え
、
伊
勢
海
老

や
鱧
（
ハ
モ
）
、
ア
オ
リ
イ

カ
と
い
っ
た
海
産
物
の
日
本

有
数
の
産
地
で
も
あ
る
南
阿

波
で
の
「
伊
勢
海
老
刺
し
網

漁
」
や
「
ア
オ
リ
イ
カ
釣
り
」

「
定
置
網
漁
」
な
ど
の
漁
業

体
験
、
千
年
以
上
生
息
し
て

い
る
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ

る
世
界
最
大
級
の
ハ
マ
サ
ン

ゴ
が
見
ら
れ
る
「
ス
キ
ュ
ー

バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
」
や
「
シ
ュ

ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
」
、
プ
ロ
の

サ
ー
フ
ァ
ー
指
導
の
も
と
に

行
わ
れ
る
「
サ
ー
フ
ィ
ン
体

験
」
や
「
ボ
デ
ィ
ー
ボ
ー
ド

体
験
」
、
「
カ
ツ
オ
の
た
た

き
作
り
」
や
「
魚
の
さ
ば
き

方
」
「
干
物
作
り
」
な
ど
の

味
覚
体
験
な
ど
、
こ
こ
に
は

書
き
き
れ
な
い
ほ
ど
の
お
勧

め
メ
ニ
ュ
ー
が
数
多
く
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
荒
天
時
に
は
「
ま

ぐ
ろ
延
縄
漁
の
浮
き
玉
の
網

入
れ
」
や
「
貝
殻
細
工
」「
ス

ー
ン
ア
ー
ト
」
「
か
ず
ら
細

工
」
と
い
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
も

充
実
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
徳
島
の
特
産
「
藍
染
め
」

も
楽
し
め
ま
す
。

宿
泊
施
設
は
、
ホ
テ
ル
、

旅
館
、
民
宿
、
キ
ャ
ン
プ
場

な
ど
合
わ
せ
て
約
３３
軒
、
１

２
０
０
人
の
収
容
が
可
能
で

す
。
そ
の
中
で
、
最
も
大
き

な
施
設
は
、
牟
岐
少
年
自
然

の
家
で
２
９
４
人
が
宿
泊
で

き
ま
す
。
現
在
は
指
定
者
管

理
で
民
間
に
委
託
さ
れ
て
お

り
、
一
般
の
宿
泊
施
設
と
同

様
の
感
覚
で
利
用
で
き
ま

す
。
ま
た
、
農
林
漁
家
で
の

民
泊
も
平
成
２０
年
度
か
ら
始

ま
り
、
現
在
は
６５
軒
、
約
２

０
０
人
の
受
け
入
れ
が
可
能

で
す
。

徳
島
空
港
か
ら
バ
ス
で
約

９０
分
、
高
知
龍
馬
空
港
か
ら

バ
ス
で
１
２
０
分
、
神
戸
空

港
か
ら
バ
ス
で
１
８
０
分
、

ど
う
ぞ
新
し
い
出
会
い
の
旅

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
南

阿
波
へ
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
地
域
を
挙
げ
て
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

徳
島
県
三
好
市
は
、
四
国

の
ほ
ぼ
中
央
、
徳
島
県
の
最

西
部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

市
の
中
央
を
「
四
国
三
郎
」

吉
野
川
が
流
れ
、
吉
野
川
に

流
れ
込
む
支
流
・
中
流
域
に

は
壮
大
な
自
然
と
日
本
の
原

風
景
が
広
が
り
、
四
国
第
二

峰「
剣
山（
つ
る
ぎ
さ
ん
）」、

日
本
三
奇
橋
「
祖
谷
の
か
ず

ら
橋
」
な
ど
、
全
国
か
ら
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
観
光

地
を
有
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
有
数
の
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ

ぼ

け

て
い
る「
大
歩
危
・
小
歩
危
」

は
、
吉
野
川
の
上
流
域
に
位

置
す
る
峡
谷
で
、
過
去
の
地

殻
変
動
と
吉
野
川
の
激
流
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
変
岩
、

奇
岩
が
、
穏
や
か
な
吉
野
川

の
イ
メ
ー
ジ
と
は
違
っ
た
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
景
観
を
創
り

出
し
て
い
ま
す
。

そ
ら
の
郷
山
里
物
語
は
、

豊
か
な
自
然
と
伝
統
、
文
化

に
彩
ら
れ
た
地
域
性
を
生
か

し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
数

多
く
用
意
し
て
い
ま
す
。
ど

の
体
験
活
動
も
安
全
に
配
慮

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◆
農
山
村
の
暮
ら
し
体
験

あ
る
が
ま
ま
の
生
活
を
一

緒
に
体
験
す
る
こ
と
に
よ

り
、
農
山
村
で
の
暮
ら
し
を

理
解
し
、
生
活
の
知
恵
や
農

林
業
の
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
朝
起
き
た
時
か

ら
就
寝
ま
で
、
家
族
同
様
に

生
活
を
し
ま
す
。
食
事
作
り

は
、
ま
ず
畑
か
ら
野
菜
を
収

穫
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
季
節
ご
と
に
旬
の
野

菜
を
使
い
、
地
産
地
消
を
基

本
と
し
て
い
ま
す
。

体
験
メ
ニ
ュ
ー
は
、
地
域

に
よ
っ
て
地
形
も
気
象
状
況

も
違
う
の
で
、
各
家
庭
に
お

任
せ
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
家
庭
の
特
色
を
生
か
し

た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

春
の
山
菜
摘
み
は
山
間
部

の
家
庭
で
は
定
番
と
な
っ
て

い
ま
す
。
た
ん
ぽ
ぽ
、
ワ
ラ

ビ
、
ゼ
ン
マ
イ
、
土
筆
な
ど

を
摘
ん
で
味
覚
体
験
に
つ
な

げ
て
い
ま
す
。
四
季
折
々
の

体
験
活
動
は
、
都
会
で
は
体

験
で
き
な
い
こ
と
を
普
段
の

生
活
か
ら
実
践
し
て
い
る
た

め
、
生
徒
に
と
っ
て
は
驚
き

の
連
続
で
す
。
こ

の
驚
き
が
感
動
と

交
流
の
原
点
で
も

あ
る
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

ま
た
、
農
作
業
で
は
、
機

械
農
業
で
は
な
く
手
作
業
に

よ
る
こ
と
が
多
く
、
手
間
と

時
間
を
か
け
て
行
い
ま
す
。

作
業
を
共
同
で
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
農
業
の
大
切
さ
や

食
の
安
全
に
つ
い
て
自
ら
学

ぶ
き
っ
か
け
を
作
っ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、
そ
ら
の
郷

山
里
物
語
で
の
農
山
村
の
暮

ら
し
体
験
で
は
、
生
徒
が
健

全
な
大
人
に
成
長
す
る
た
め

の
一
助
と
な
る
よ
う
な
受
け

入
れ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◆
林
業
体
験

間
伐
体
験
、
下
草
刈
り
体

験
、
炭
焼
き
体
験
、
薪
割
り

体
験
、
木
工
体
験
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
林
業
に
か
か
わ
る
体

験
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昼
食
に
は
、
竹
で
炊
飯
器
を

作
り
、
竹
飯
を
作
り
ま
す
。

竹
飯
作
り
で
は
、
マ
イ
食
器

を
竹
で
手
作
り
す
る
た
め
、

ど
の
生
徒
も
必
死
に
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

林
業
体
験
で
は
、
体
験
活

動
を
通
じ
て
地
球
環
境
に
つ

い
て
学
ぶ
き
っ
か
け
を
作
る

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

今
、
修
学
旅
行
で
人
気
と

な
っ
て
い
る
の
が
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
で
す
。
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

は
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
に
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
を
含
め
８
人
が

乗
り
込
み
、
力
を
合
わ
せ
て

川
を
下
っ
て
い
き
ま
す
。
あ

る
時
は
急
流
を
上
手
く
乗
り

越
え
、
あ
る
時
は
逆
風
に
立

ち
向
か
う
た
め
に
力
の
限
り

パ
ド
ル
を
漕
ぎ
、
全
員
が
心

を
１
つ
に
し
な
が
ら
目
標
に

向
か
っ
て
進
み
ま
す
。
そ
こ

か
ら
友
情
が
芽
生
え
、
交
流

が
図
ら
れ
る
こ
と
は
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
美
し
い
自
然

の
景
観
の
な
か
で
ゴ
ー
ル
に

到
達
し
た
時
、
生
徒
の
心
に

達
成
感
と
充
実
感
を
も
た
ら

し
ま
す
。

徳島県・南阿波徳島県・三好市

四国自然歩道（潮風そよ
ぐ古牟岐のみち）

心
の
交
流
・
感
動
体
験

歴史文化（徳島ならではの阿波踊り）

『
そ
ら
の
郷
山
里
物
語
』

漁
業
体
験
（
定
置
網
）

伝
統
工
芸
（
藍
染
め
）

―
新
た
な
出
会
い
の
は
じ
ま
り
―

人気のラフティング �
南
阿
波
よ
く
ば
り
体
験
�

家族同様に食卓を囲んで食事

ス
ポ
ー
ツ
ア
ウ
ト
ド
ア
（
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
）

祖谷のこんにゃく作り

暮らしに欠かせない薪割り
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